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MA わ 放 の 復興 を 自治 台 の 進化 に 第 9 回 シン 7 






バシ ウパ 


会 場 : サン セー ル 成 岡 請 議 詳 記 


3 階 大 ホー ル = 
〒020-0883 岩手 県 盛岡 市 志 家 町 1-10 生 = 時 inter 


TEL 019-651-3322 / FAX 019-651-3310 





人 和 4 年 9Ug 15: eh NY 00 


| (上 段 ) 


15:00~15:05 開会 ・ 知 事 挨拶 
ー 相原 優一 氏 
15:05~15:45 基調 講演 演 TN 
「「 碑 の 記憶 」 デジ タル 技術 を 通じ た 東日本 大 震 炎 津波 の 伝承 」 a 
相原 氏 量 村上 聡 氏 


株 式 会 社 TB BC 岩手 放送 メデ イア 編成 局 メデ ィ ア 戦略 部 長 


15:50~16:50 事例 報告 


「 後 方 支援 拠点 に お ける 防災 力 向 上 に 向け た 伝承 発信 の 取組 事例 」 
三松 丈 宏 氏 遠野 市 消防 本 部 消防 長 


「 伝 承 発信 活動 と 観光 交流 を 組み 合わ せ た 新 た な 事例 」 
村上 聡 氏 陸前 高田 市 地域 振興 部 観光 交流 課 
隊 骨 補佐 共 定 信 交 < 流 係長 








17:00 閉会 
1 3 1 いわ て 三陸 復興 フォ ー ラ ム 、「 い わ て の 復興 を 自治 の 進化 に 」 第 9 回 シン ポジ ウム 
ES | ° 
令 和 4 年 1 月 り H 日 還 13 : 15~15:15 
m= 
13:15~13:20 開会 ・ 保 副 知 事 挨拶 13:50~15:05 応援 職員 OB 等 座談 会 
「 東 日 本 大 震 災 津波 を 忘れ な い 全国 か ら の 支援 と 交流 の 歩み 」 
13:20~13:50 応援 職員 等 活動 事例 報告 東京 都 x 大 阪 府 x 静岡 県 x 名 古屋 市 、 
岩間 秀介 氏 
沿岸 広域 振興 局 士 木 部 大 船渡 土木 セン ター 主査 15:15 閉会 


0 中 県 か ら 派遣 ) 


立 嶋 枝 里 氏 
商工 労働 観光 部 商工 企画 室 主任 企画 専門 貞 
(東京 海上 日 動 火 災 保 険 (株 ) か ら 派遣 ) 


相原 優一 氏 株式 会 TBC 才 手 放 送 

相原 優一 氏 ティア 編 成 局 メ テ ィ ア 戦 部 長 ) | 事 
IBC 岩 手 放 送 と 岩手 日 報 に よる WEB コ 

時 ン テ ン ツ 「 碑 の 記憶 」 を 制作 。 石碑 や 岩 災 

国 遺構 を 体感 で きる VR (仮想 現実 ) 動画 
を 活用 し 、 県 内 中 学 ・ 高 校 等 で 特別 授業 
を 行う な ど 、 東日本 大 岩 災 津波 の 教訓 を 
新た な 形 で 次 世代 に 伝え る 取組 を し て い 


の まつ た け ひ ろ 


三松 丈 宏 氏 


遠野 市 が 運営 する 「3.1 1 遠野 市 後方 
支援 資料 館 」 に お いて 、 発 災 直 後 の 映像 
等 の 豊富 な 記録 資料 を 活用 し な が ら 解 
説 を 行い 、 防 災 力 向上 に 向け て 、 当時 の 
遠野 市 の 後方 支援 活動 の 様子 や 教訓 の 
伝承 活動 に 尽力 し て いる 。 


(遠野 市 消防 本 部 


むら か み さと し 
(時 前 高田 市 地域 振興 部 観光 交流 
村上 聡 氏 課長 補佐 兼 定住 交流 係長 ) 


高田 松原 津波 復興 祈念 公園 ガイ ド 
(パー ク ガ イド ) 事業 の 制度 立ち 上 げ 、 
運用 に 尽力 。 旧道 の 駅 タ ピ ッ ク 45、 気仙 
中 学校 な と の 岩 災 遺構 を 活用 し た 体験 
型 の 新た な 伝承 ・ 発 信 活動 に 積極 的 に 
取り 組ん で いる 。 


いわ て 復興 未来 塾 と は 


東日本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 を 力強く 進め て いく た め に は 、 復 興 を 担う 個人 や 団体 な ど 多 様 
な 主体 が 、 復興 に つい て 幅広 く 教え 合い 、 学 び 合 うと と も に 、 相互 に 交流 や 連携 を し な が ら 、 復 
興 の 推進 に - 生 か し て いく ご こと が 求め られ ます 。 

ご の た め 、 岩手 県 内 の 産学 官 の 連携 組織 「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 で は 「 未 来 づ くり = 人 づ 
くり 」 と の 考え 方 の も と 、「 い わ て 復興 未来 塾 」 を 開催 し て いま す 。 


東京 都 大 阪 府 岡 県 名 古屋 市 


この 10 年 間 、 岩手 県 は 、 全国 か ら の 応援 職員 の 方 々 に 御 
支援 を いた だ き な が ら 、 復 興 に 取り 組ん で きま し た 。 か つて の 
応援 職員 の 方 々 と の 座談 会 で 、 交流 の 歩み を 振り 返り ます 。 


っ とく IL 


(の ) 潜 剛 








達 増 拓也 


会 場 の 様子 は 、 岩 手 県 公式 イン ター ネッ ト 番 組 で 


生 配 信 し ます 。 ニ ニコ ニコ 生放送 「 い わ て 希 埋 チャ ン ネ 
ル 」 か ら 御 覧 くだ さい 


県 知事 


新しい 生活 様式 に 配慮 し た 実 
・ 参加 者 の 皆様 は 、 検 温 、 SW 
% 染 症 対策 の 実施 を お 願い し ます 。 

・ 会 場 で は 三 密 空 間 を 避け る た め 、 座 席 数 を 減ら し 一 定 の 間隔 を 
人 また 、 i ST 
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問い 合わ せ 先 


いわ て 未来 づく り 機 構 

(事務 局 : 岩手 県 復興 防災 部 復興 推進 課 ) 
〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 

TEL : 019-629-6945/FAX : 019-629-6944 
E-mail : AJ0001@pref.iwate.jp 


下記 の いずれ か の 方 法 で お 申込 みく だ さい 。 


E-mail で 申込 み : FAX 又は 郵送 で 申込 み 

件 名 を 「 第 3 回 いわ て 復興 未来 塾 」 と し て 、 下 : 下記 の 「 参 加 申込 書 ] に 必要 事項 を ご 記入 の 
記 の 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 申 込み くだ さい 。: 上 、 申 込み くだ さい 。 

箇 氏 名 (ふり が な ) 曲 職業 ・ 所 属 ・ 団 体 名 等 
箇 住 所 ・ 電 話 番 号 ・FAX 香 メ ー ル アド レス 
時 参加 を 希望 する 日 に ち 


E-mail AJ0001@pref.iwate.jp 


※ 郵 送 の 場合 は 締切 日 必着 で お 願い し ます 。 















申込 締切 
令 和 4 年 1 月 17 日 (月 ) 


019-629-6944 


FAX 


第 3 回 いわ て 復興 未来 塾 プ いわ て 三陸 復 興 フォ ー ラ ム 参加 申込 書 

















希望 (希望 する 日 に ち に 〇 を つけ て くだ さい 。 


1 月 30 日 (日 ) 


2 日間 と も 参加 の 場合 は 両方 に つ を つけ て くだ さい ) 


1 月 31 日 (月 ) 


※ ご 記入 いた だ いた 個 





人 情報 は 、 個人 情報 保護 法 に 基づき 「 い わ て 復興 未来 塾 (今後 の 開催 予定 の 告知 を 含む )」 及 び 
「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 予防 の た め の 連絡 (会 場 等 の 求め に 応じ て 提供 する 場合 を 含む )」 以 外 の 

















途 に は 一 切 使 








